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研究背景 
約 6,500万年前から続いている新生代では、大陸の移動や地域的な地形変化、気候や海流の変化とそれに伴っ
て起きた生物の進化や移動、繁栄と衰退が起き、現在の地球上での生物相を形成してきた。古生代から中生代前
半の南半球では現在の南米、アフリカ、オーストラリア、南極の 4大陸とインド亜大陸、マダガスカル、ニュー
ギニア、ニューカレドニア、ニュージーランド、タスマニアなどを含むゴンドワナ大陸が存在し、中生代の中期
から新生代の前期までに現在の形までに分裂が加速した(図 1)。 
中生代後期の白亜紀以降、南米大陸と南
極大陸も分離を始めたが、新生代古第三紀
までは接触と分離を繰り返しており、現在
の南極半島地域と南米南部が生物の連絡橋
として機能していた。古第三紀に南極と南
米が完全に分離したことで、南極海流が出
現し全地球的な寒冷化が起きた。その結果、
前期新生代では世界的に年平均気温が約
10℃低下した。この寒冷化は、特に世界の
中緯度から高緯度地域の植生と生物相に大
きな変化をもたらし、南極では植生の衰退
と単純化が始まった。 
したがって、前期新生代の南米南部の植生にはゴンドワナ大陸時代に存在した温暖期の植生の影響が強く残さ
れており、さらに同期後半には寒冷化にともなう植生変化が起こったと考えられ、当時の植物相と植生の解明と
その変化を跡づけることに興味が持たれてきた。 
 
研究目的 
本研究は、チリ中南部のコチョルゲより産出した鉱化化石植物群について、解剖学的な観察と形態学的な比較
に基づいて分類し、当時の植物相を復元するとともに、古環境の復元を行う。さらに、これまでに植物化石研究
が進展している南米南部や、地理的に密接な関係のあった南極大陸における植物化石研究と比較することで、植
生の時空分布、現在の植生成立の過程を地球規模で理解することが可能となる。 
 
材料 
2010-2011 年に中央大学の西田治文を研究代表者とする文部科学省科学研究費によるチリ・パタゴニア学術調
査において、チリ中南部コチョルゲのナビダット層から採集された、珪化泥炭層に含まれている植物鉱化化石を
用いた。このナビダッド層は新生代古第三紀の始新世(約 5,500万年前から約 3,800万年前)の地層であると考え
られている。珪酸質の鉱化泥炭化石は湿地帯において堆積した植物遺体の組織や細胞が二酸化珪素によって置き
換えられ、植物の内部構造が立体的に保存された化石であり、南米では初めて発見された。 
図 1.中生代後期における大陸配置復元図。 
方法 
鉱化化石の内部構造を解剖学的に観察する為にフッ化水素酸を用いたピール法により切片標本（ピール標本）
を作成し、カナダバルサムと溶媒のキシレンを混合させた封入材を用いて永久プレパラートを作成した。 
 
結果 
総計 105個の鉱化化石から珪化泥炭を中心に標本を作成した。泥炭内の植物破片の保存状態の良否は試料によ
りまちまちで、多くの場合同定に耐えなかった。保存状態の良い植物化石について、比較形態学的な観察を行い、
分類群の特定を試みた。シダ植物 2科 2属，裸子植物球果類 1科 1属、被子植物材 1科 1属 2形態（種に相当）
が同定できた。 
発見したシダ植物では、以下の特徴からマトニア科の根茎であると同定した。根茎が直径約 7mmで、内部には
3 重の多重環状中心柱を持ち、両師包囲維管束で、中心に中原型の一次木部がある。また、最外環の維管束は全
周の約 1／3ほどが波状となっておりそれぞれの山は内側に開いた V字型の維管束からなる。それぞれの V字型単
位の木部には，髄方向の内側に各 1個の原生木部があり、波型部分の全体では約 12個の原生木部がみられた(図
8)。マトニア科の葉柄では維管束が特徴的な波形からなる C字型となるので、根茎維管束の波形部分は、葉跡が
形成される部分であると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考察 
本研究によって、チリ中南部コチョルゲにおける前期新生代の化石植物相の実態がより明らかになった。コチ
ョルゲには数種のナンキョクブナとおそらく針葉樹が混生する暖温帯混交林であったと考えられる。また、現在
の南米の植物相とは異なったマトニア科の植物が少なくとも新生代前期まで分布していたことが分かった。 
今回発見されたマトニア科は、現在、亜熱帯～熱帯気候帯であるインドネシア、ボルネオ、ニューギニアに分
布している。マトニア科の化石は中生代（2億 5,000万～6,500万年前）の化石記録は汎世界的に確認されている
が、新生代(6,500 万年以降)では、わずか 3 点の記録のみである。現在の生育域以外でのマトニア科の植物体化
石の発見は世界初となり、これまで中生代後期から新生代前期にかけてマトニア科の化石記録が少なかったため、
マトニア科の研究の好適な材料になることが考えられる。 
これらの結果から、更なる南半球における時空間的な植生の分布と変遷の解明のために、チリの反対であるア
ルゼンチン側や新生代まで地理的な繋がりのあった南極半島における同様の研究との比較がさらに進展する事が
期待される。 
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図 2.マトニア科根茎断面図。a.三環管状中心柱。b. 現生Matonia Pectinata横断面。
c. 両篩型維管束。スケールはいずれも 1mm。 
